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め
、
今
期
も
合
わ
せ
３
年
続
け
て
の
黒
字
化
を

予
想
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ
り

診
療
情
報
を
一
括
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

と
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
運
営
や
Ｄ
Ｘ
の
重
要
性

を
説
き
、
議
論
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
に
あ
っ
て
も
、
今
後
の
成
長
戦
略
と
し
て
、

大
変
重
要
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
、

計
画
が
進
み
ま
し
た
。

―
―
そ
れ
が
５
月
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更

新
な
の
で
す
ね
。

　

当
院
が
更
新
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
名
古
屋
市

立
大
学
病
院
で
も
稼
働
し
て
い
る
「N

eoChart

（
中
部
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
ｃ
ｔ
ｃ
）」

で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
名
古
屋
市
立
大
学

病
院
が
電
子
カ
ル
テ
黎
明
期
で
あ
る
２
０
０
３

年
末
か
ら
大
手
電
子
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
ー
と
共
同

開
発
の
上
で
稼
働
し
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
の

特
徴
と
し
て
、
病
院
の
診
療
情
報
を
一
括
管
理

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ

の
提
供
す
る
マ
ル
チ
モ
デ
ル
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

あ
っ
た
年
平
均
の
病
床
稼
働
率
を
、
最
低
70
％

以
上
に
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
ま
ず
は
今
後
の
進
む
べ
き
方
向
性
と

基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、短
期
的・

当
面
の
方
針
と
し
て
①
広
報
と
地
域
連
携
の
強

化
、
②
各
部
署
の
機
能
の
充
実
、
③
学
生
、
研

修
医
の
教
育
の
３
つ
を
挙
げ
、
ま
た
、
中
長
期

的
な
方
針
・
目
標
を
①
大
学
病
院
に
遜
色
の
な

い
医
療
の
提
供
、
②
全
国
に
先
駆
け
た
地
域
包

括
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
③
地
域
医
療
の
全
て

に
中
核
的
責
任
を
担
う
覚
悟
と
実
践
、
④
学
生
、

研
修
医
等
に
対
す
る
実
践
的
教
育
の
充
実
、
⑤

磨
か
れ
た
倫
理
観
と
使
命
感
の
共
有
と
定
め
ま

し
た
。

　

実
際
に
行
っ
た
努
力
の
全
て
を
述
べ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
一
言
で
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
基

本
方
針
に
沿
っ
た
こ
と
を
、思
い
つ
く
限
り
行
い
、

現
在
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
１

年
目
に
は
、
当
面
の
方
針
に
あ
る
①
広
報
と
地

域
連
携
の
強
化
は
徹
底
し
た
行
動
を
起
こ
し
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、院
内
外
の
協
力
を
得
る
べ
く
、

院
内
の
職
員
等
に
対
す
る
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、

市
役
所
や
市
議
会
で
の
説
明
や
地
域
の
医
療
機

関
に
講
演
に
赴
く
な
ど
、
で
き
う
る
限
り
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

年
度
は
じ
め
の
稼
働
は
60
％
中
程
で
し
た
が
、

徐
々
に
上
昇
が
続
き
、
夏
過
ぎ
か
ら
は
明
ら
か

に
70
％
を
超
え
る
月
が
増
え
、
２
月
に
は
月
平

均
で
92
％
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
、
最
終
的
に

は
年
平
均
の
病
床
稼
働
率
が
76
％
を
超
え
る
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
翌
年
度
は
、

当
初
よ
り
稼
働
率
が
80
％
を
超
え
る
月
が
多
く
、

年
度
末
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
、

開
設
以
来
の
黒
字
化
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
以
後
は
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金
も
含

フ
ォ
ー
ム
「InterSystem

s IRIS

」
を
採
用
し
、

「N
eoChart

」
の
統
合
診
療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
各
種
部
門
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
蓄
積
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の
構
築
を

容
易
に
す
る
な
ど
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
高
速
で

処
理
す
る
改
善
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
故
、
病
院
経
営
に
関
す
る
デ
ー
タ
解
析
や
臨

床
研
究
用
の
デ
ー
タ
処
理
も
容
易
に
実
現
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「N

eoChart

」
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

先
に
掲
げ
た
基
本
方
針
に
対
し
、
大
学
病
院
と

同
じ
シ
ス
テ
ム
な
の
で
高
度
な
医
療
へ
の
対
応
が

可
能
に
な
り
ま
す
し
、
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
使
用

す
る
病
院
と
の
密
接
な
連
携
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
更
に
、
外
部
か
ら
の
閲
覧
も
地
域
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
可
能
で

あ
る
な
ど
、
そ
の
貢
献
度
は
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、「N

eoChart

」
に
つ
い
て
は
、
地
場
の

ｃ
ｔ
ｃ
社
が
開
発
継
続
を
前
提
に
名
古
屋
市
立

大
学
病
院
の
競
争
入
札
を
通
じ
て
新
規
参
入
し

た
後
、
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
と
連
携
し
て
い

大学病院と提携して改革を進める市民病院が
診療情報の二次活用を実現するHISを採用し、
地域医療を支える次世代EHR構築を目指す
愛知県・東三河南部医療圏の基幹病院である蒲郡市民病院は、2018年に名古屋市立大学（名市大）と連携協定を締結した。
同協定により、名市大病院から最高経営責任者を招聘。新しい形での連携により、地域医療課題に挑む病院改革を断行。
その一環として、2021年5月には名市大病院と同じ病院情報システムを導入して、診療情報の一元化を推進。
高機能DWH等の構築とデータ活用による、運営・経営の更なる健全化や高度かつ効率的な医療提供体制の充実を目指す。
同院での病院改革と新病院情報システムの概要について、最高経営責任者の城氏、デジタル化推進監の飯田氏らに話を聞いた。
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―
蒲
郡
市
民
病
院
の
最
高
経
営
責
任
者
に
就

任
さ
れ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

蒲
郡
市
民
病
院
は
、
１
９
４
５
年
に
、
西
宝

5
ヵ
町
村
国
保
組
合
に
よ
っ
て
、「
宝
飯
診
療
所
」

と
し
て
開
設
さ
れ
、
以
来
75
年
を
超
え
て
地
域

唯
一
の
基
幹
病
院
と
し
て
蒲
郡
の
医
療
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
当
院
は
、
他

の
多
く
の
地
方
基
幹
病
院
と
同
様
に
医
師
不
足

に
陥
り
、
私
が
就
任
す
る
以
前
は
、
病
床
稼
働

率
が
60
％
前
半
と
い
う
状
況
が
５
年
以
上
に
も

わ
た
り
続
い
て
い
ま
し
た
。こ
の
た
め
、２
０
１
８

（
平
成
30
）
年
に
、
地
域
医
療
再
生
に
取
り
組
む

姿
勢
を
持
っ
て
い
た
名
古
屋
市
立
大
学
と
寄
附

講
座
設
置
に
関
す
る
連
携
協
定
を
結
び
、
私
が

最
高
経
営
責
任
者
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
寄
附
講
座
と
と
も
に
名
古
屋
市

立
大
学
と
蒲
郡
市
民
病
院
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域

医
療
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
分
室
を
設
置

し
、
同
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
名
古
屋
市
立
大
学

病
院
の
教
員
が
教
員
資
格
を
保
持
し
た
ま
ま
、

蒲
郡
市
民
病
院
に
お
い
て
一
般
診
療
と
と
も
に
教

育
、研
究
等
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
連
携
協
定
を
機
に
、
私
と
呼
吸
器
内
科

や
泌
尿
器
科
、
眼
科
な
ど
の
医
師
約
７
名
が
当

院
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
医
師
不
足
の
一
部

を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
赴
任
さ
れ
て
か
ら
の
経
営
努
力
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

就
任
当
時
の
第
一
の
目
標
は
、
60
％
台
前
半
で

め
、
今
期
も
合
わ
せ
３
年
続
け
て
の
黒
字
化
を

予
想
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ
り

診
療
情
報
を
一
括
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

と
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
運
営
や
Ｄ
Ｘ
の
重
要
性

を
説
き
、
議
論
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
に
あ
っ
て
も
、
今
後
の
成
長
戦
略
と
し
て
、

大
変
重
要
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
、

計
画
が
進
み
ま
し
た
。

―
―
そ
れ
が
５
月
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更

新
な
の
で
す
ね
。

　

当
院
が
更
新
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
名
古
屋
市

立
大
学
病
院
で
も
稼
働
し
て
い
る
「N

eoChart

（
中
部
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
ｃ
ｔ
ｃ
）」

で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
名
古
屋
市
立
大
学

病
院
が
電
子
カ
ル
テ
黎
明
期
で
あ
る
２
０
０
３

年
末
か
ら
大
手
電
子
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
ー
と
共
同

開
発
の
上
で
稼
働
し
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
の

特
徴
と
し
て
、
病
院
の
診
療
情
報
を
一
括
管
理

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ

の
提
供
す
る
マ
ル
チ
モ
デ
ル
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

あ
っ
た
年
平
均
の
病
床
稼
働
率
を
、
最
低
70
％

以
上
に
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
ま
ず
は
今
後
の
進
む
べ
き
方
向
性
と

基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、短
期
的・

当
面
の
方
針
と
し
て
①
広
報
と
地
域
連
携
の
強

化
、
②
各
部
署
の
機
能
の
充
実
、
③
学
生
、
研

修
医
の
教
育
の
３
つ
を
挙
げ
、
ま
た
、
中
長
期

的
な
方
針
・
目
標
を
①
大
学
病
院
に
遜
色
の
な

い
医
療
の
提
供
、
②
全
国
に
先
駆
け
た
地
域
包

括
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
③
地
域
医
療
の
全
て

に
中
核
的
責
任
を
担
う
覚
悟
と
実
践
、
④
学
生
、

研
修
医
等
に
対
す
る
実
践
的
教
育
の
充
実
、
⑤

磨
か
れ
た
倫
理
観
と
使
命
感
の
共
有
と
定
め
ま

し
た
。

　

実
際
に
行
っ
た
努
力
の
全
て
を
述
べ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
一
言
で
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
基

本
方
針
に
沿
っ
た
こ
と
を
、思
い
つ
く
限
り
行
い
、

現
在
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
１

年
目
に
は
、
当
面
の
方
針
に
あ
る
①
広
報
と
地

域
連
携
の
強
化
は
徹
底
し
た
行
動
を
起
こ
し
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、院
内
外
の
協
力
を
得
る
べ
く
、

院
内
の
職
員
等
に
対
す
る
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、

市
役
所
や
市
議
会
で
の
説
明
や
地
域
の
医
療
機

関
に
講
演
に
赴
く
な
ど
、
で
き
う
る
限
り
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

年
度
は
じ
め
の
稼
働
は
60
％
中
程
で
し
た
が
、

徐
々
に
上
昇
が
続
き
、
夏
過
ぎ
か
ら
は
明
ら
か

に
70
％
を
超
え
る
月
が
増
え
、
２
月
に
は
月
平

均
で
92
％
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
、
最
終
的
に

は
年
平
均
の
病
床
稼
働
率
が
76
％
を
超
え
る
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
翌
年
度
は
、

当
初
よ
り
稼
働
率
が
80
％
を
超
え
る
月
が
多
く
、

年
度
末
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
、

開
設
以
来
の
黒
字
化
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
以
後
は
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金
も
含

フ
ォ
ー
ム
「InterSystem

s IRIS

」
を
採
用
し
、

「N
eoChart

」
の
統
合
診
療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
各
種
部
門
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
蓄
積
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の
構
築
を

容
易
に
す
る
な
ど
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
高
速
で

処
理
す
る
改
善
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
故
、
病
院
経
営
に
関
す
る
デ
ー
タ
解
析
や
臨

床
研
究
用
の
デ
ー
タ
処
理
も
容
易
に
実
現
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「N

eoChart

」
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

先
に
掲
げ
た
基
本
方
針
に
対
し
、
大
学
病
院
と

同
じ
シ
ス
テ
ム
な
の
で
高
度
な
医
療
へ
の
対
応
が

可
能
に
な
り
ま
す
し
、
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
使
用

す
る
病
院
と
の
密
接
な
連
携
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
更
に
、
外
部
か
ら
の
閲
覧
も
地
域
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
可
能
で

あ
る
な
ど
、
そ
の
貢
献
度
は
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、「N

eoChart

」
に
つ
い
て
は
、
地
場
の

ｃ
ｔ
ｃ
社
が
開
発
継
続
を
前
提
に
名
古
屋
市
立

大
学
病
院
の
競
争
入
札
を
通
じ
て
新
規
参
入
し

た
後
、
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
と
連
携
し
て
い

蒲
郡
市
民
病
院

最
高
経
営
責
任
者 

城　

卓
志
氏
に
聞
く

1978 年名古屋市立大学医学部卒業。2006 年名古屋市立大学大
学院医学研究科 臨床機能内科学（消化器・代謝内科学）教授。
2012 年名古屋市立大学病院 病院長。2017 年名古屋市立大学 特
命学長補佐（関連病院アライアンス担当）、蒲郡市民病院 最高経
営責任者に就任、現在に至る。

城　卓志（じょう・たかし）氏

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ
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「NeoChart

」
は
、一
次
利
用
デ
ー
タ
の
収
集・

格
納
が
容
易
で
、
二
次
利
用
デ
ー
タ
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
生
成
が
可
能
で
あ
る
。ま
た
、オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
由
で
低
コ
ス
ト

な
シ
ス
テ
ム
開
発
・
活
用
を
促
進
し
て
い
る
。

「
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
の
技
術
基
盤
は
、
名
古

屋
市
立
大
学
病
院
で
シ
ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
っ
て

い
た
頃
か
ら
デ
ー
タ
連
携
・
集
約
・
活
用
の
中
核

を
成
す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
と
評
価
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
各
種
部
門

シ
ス
テ
ム
の
診
療
デ
ー
タ
を
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
集
約
す
る
際
の
、
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を

伴
う
連
携
を
効
率
的
か
つ
安
全
に
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。ま
た
、プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
な
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
基
盤
を
活
用
し
て
、
集
約
し
た
デ
ー
タ

か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
抽
出
し
、
デ
ー
タ

の
二
次
活
用
に
利
用
し
て
い
ま
す
」（
飯
田
氏
）

　

蒲
郡
市
民
病
院
で
は
、
診
療
デ
ー
タ
を
抽
出
・

分
析
・
可
視
化
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
「JustDW

H

（
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
）」
を
採
用
し
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
基

盤
を
独
自
に
構
築
。「InterSystem

s IRIS

」
に

よ
っ
て
統
合
診
療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
一
元
管

理
さ
れ
て
い
る
多
種
多
様
な
診
療
情
報
を
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
分
析
し
て
病
院
の
経
営
・
運
営
に
役

立
て
て
い
る
と
飯
田
氏
は
話
す
。

「
病
棟
・
外
来
の
稼
働
状
況
や
診
療
科
別
・
病

棟
別
・
医
師
別
の
患
者
数
等
、
病
院
の
運
営
状

況
や
経
営
状
況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
可
視
化
し
、

　

シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
半
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
シ
ス
テ
ム
に
は
新
た
に
前
述
し
た
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
画
像
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
や
当
院
の
診

療
情
報
を
参
照
可
能
な
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ

ム
を
開
発
・
実
装
し
、
そ
の
機
能
性
は
日
々
向
上

し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム
を
院
内
に
留
め
ず
、

地
域
全
体
の
医
療
を
支
え
る
Ｅ
Ｈ
Ｒ
と
し
て
発

展
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

な
お
、「N

eoChart

」
は
、
名
古
屋
市
立
大
学

病
院
と
当
院
に
加
え
、
２
０
２
２
年
１
月
よ
り
名

古
屋
市
立
大
学
医
学
部
附
属
東
部
医
療
セ
ン

タ
ー
で
も
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同
セ
ン

タ
ー
と
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
附
属
西
部
医

療
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
、
名
古
屋
市
立
大
学
病
院

を
併
せ
れ
ば
１
８
０
０
床
の
病
床
を
有
し
、
全
国

国
公
立
大
学
病
院
で
は
国
内
最
大
級
の
病
院
群

で
す
。
こ
れ
ら
の
病
院
と
当
院
の
情
報
シ
ス
テ
ム

が
連
携
す
れ
ば
、
当
院
の
医
療
は
ま
さ
に
大
学

病
院
と
同
レ
ベ
ル
の
高
度
な
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
自
身
も
、
そ
の
よ
う

な
日
が
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

る
当
院
に
お
い
て
も
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
調
達
に
よ
っ

て
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
今
後

も
シ
ス
テ
ム
の
継
続
性
と
小
回
り
が
利
く
開
発

体
制
を
担
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
シ
ス
テ
ム
構
築
と
な
り
ま
し
た

が
、
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
で
「N

eoChart

」

の
開
発
・
運
用
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
飯

田
征
昌
氏
を
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
監
と
し
て
迎
え

入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
院
内
ス
タ
ッ
フ
の
尽

力
も
あ
っ
て
２
０
２
１
年
５
月
に
無
事
シ
ス
テ
ム

更
新
を
完
了
し
ま
し
た
。

―
―
稼
働
後
の
評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
自
身
、「N

eoChart

」
を
使
い
続
け
て
き
て

い
ま
す
が
、
開
発
ベ
ン
ダ
が
代
わ
っ
て
も
、
操
作

性
に
つ
い
て
は
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
と
遜
色

な
い
シ
ス
テ
ム
に
仕
上
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
で
あ
る
診
療

情
報
の
一
元
管
理
の
実
現
と
、
二
次
利
用
デ
ー
タ

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
生
成
に
よ
り
、
病
院
経
営
お
よ

び
運
営
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
は
診
断
支

援
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
機
能
や
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
を

実
装
し
て
お
り
、
臨
床
面
で
も
全
国
に
先
駆
け

た
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「InterSystems IRIS」を情報基盤として
組み込み、電子カルテの柔軟な機能拡張
と、多種多様なベンターとのシームレスな
システム連携及び運用を実現している。

蒲郡市民病院　病院情報システム構成図

■

蒲
郡
市
民
病
院

診
療
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
析
・
可
視
化
し
て
診
療
・
経
営
に
貢
献

最
新
Ａ
Ｉ
技
術
や
地
域
医
療
連
携
機
能
実
装
等
、
機
能
の
更
な
る
向
上
目
指
す

分析ツールによるレポートをモニタ上でチェック
する城 卓志氏。病院の診療・経営・運営に
関するデータをリアルタイムで収集・分析するこ
とで、タイムリーな施策の策定・実施を支援。

病院情報システム概念図。統合連携プラットフォームと統合診療情
報データベースに「InterSystems IRIS」を採用。各システムからリ
アルタイムでのデータ集約と DWH 構築を実現し、診療情報の一元
管理と迅速な二次活用を行うことができる。

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ
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し
た
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
様
々
な
制
約
に
よ
り
予
定
通

り
の
進
捗
と
な
ら
な
い
困
難
も
あ
り
ま
し
た
が
、

院
内
ス
タ
ッ
フ
の
常
に
協
力
的
な
姿
勢
に
支
え

ら
れ
た
結
果
、
２
０
２
１
年
５
月
２
日
に
無
事
、

稼
働
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
」

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
「N

eoChart

」
の
最

大
の
特
徴
は
、
電
子
カ
ル
テ
だ
け
で
な
く
、
各

種
部
門
シ
ス
テ
ム
の
診
療
情
報
を
一
元
的
に
統

合
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
有
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
そ

の
情
報
を
利
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
点
に
あ

る
。
そ
れ
を
可
能
と
し
て
い
る
の
が
、
統
合
診

療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
統
合
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
技
術
基
盤
と
し
て
同
院
が

採
用
し
た
「InterSystem

s IRIS

（
イ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
ム
ズ
）」
で
あ
る
。

　

従
来
型
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、
シ
ス
テ

ム
毎
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
デ
ー
タ
が
一
体
化
し
て

お
り
、
デ
ー
タ
お
よ
び
機
能
の
重
複
や
分
散
が

起
こ
り
や
す
い
。
そ
の
た
め
に
、
シ
ス
テ
ム
間
連

携
が
複
雑
で
コ
ス
ト
高
に
な
る
ば
か
り
か
、
複
雑

な
シ
ス
テ
ム
間
連
携
故
に
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
に

お
け
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
も
低
く
な
り
、
診
療

支
援
へ
の
活
用
に
お
け
る
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

蒲
郡
市
民
病
院 

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
監
の
飯
田

征
昌
氏
は
、
前
職
の
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
で

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
「N

eoChart

」
の
開
発
と

稼
働
・
管
理
に
尽
力
し
て
き
た
Ｉ
Ｔ
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
あ
る
。
飯
田
氏
は
２
０
２
０
年
に
同
院

を
退
職
し
、
同
年
11
月
に
蒲
郡
市
民
病
院
に
入

職
。
す
で
に
蒲
郡
市
民
病
院
で
導
入
が
決
定
し

て
い
た
「N

eoChart

」
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

「
前
職
で
は
、
長
く
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・

運
用
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
９

年
の
異
動
に
伴
い
同
業
務
か
ら
離
れ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
蒲
郡
市
民
病
院
で
『N

eoChart

』

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
知
っ
て
お
り
、
城
先
生

の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
こ
れ
ま
で

蓄
積
し
た
ス
キ
ル
・
経
験
を
更
に
生
か
し
役
立

て
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
同
院
に
移
る
こ
と
に

　
「NeoChart

」
は
、一
次
利
用
デ
ー
タ
の
収
集・

格
納
が
容
易
で
、
二
次
利
用
デ
ー
タ
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
生
成
が
可
能
で
あ
る
。ま
た
、オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
由
で
低
コ
ス
ト

な
シ
ス
テ
ム
開
発
・
活
用
を
促
進
し
て
い
る
。

「
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
の
技
術
基
盤
は
、
名
古

屋
市
立
大
学
病
院
で
シ
ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
っ
て

い
た
頃
か
ら
デ
ー
タ
連
携
・
集
約
・
活
用
の
中
核

を
成
す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
と
評
価
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
各
種
部
門

シ
ス
テ
ム
の
診
療
デ
ー
タ
を
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
集
約
す
る
際
の
、
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を

伴
う
連
携
を
効
率
的
か
つ
安
全
に
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。ま
た
、プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
な
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
基
盤
を
活
用
し
て
、
集
約
し
た
デ
ー
タ

か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
抽
出
し
、
デ
ー
タ

の
二
次
活
用
に
利
用
し
て
い
ま
す
」（
飯
田
氏
）

　

蒲
郡
市
民
病
院
で
は
、
診
療
デ
ー
タ
を
抽
出
・

分
析
・
可
視
化
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
「JustDW

H

（
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
）」
を
採
用
し
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
基

盤
を
独
自
に
構
築
。「InterSystem

s IRIS

」
に

よ
っ
て
統
合
診
療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
一
元
管

理
さ
れ
て
い
る
多
種
多
様
な
診
療
情
報
を
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
分
析
し
て
病
院
の
経
営
・
運
営
に
役

立
て
て
い
る
と
飯
田
氏
は
話
す
。

「
病
棟
・
外
来
の
稼
働
状
況
や
診
療
科
別
・
病

棟
別
・
医
師
別
の
患
者
数
等
、
病
院
の
運
営
状

況
や
経
営
状
況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
可
視
化
し
、

1980 年愛知県生まれ。2007 年名古屋工業大
学工学部卒業。1999 年名古屋市立大学病院
入職。病院情報システム担当、保険・診療情報
管理担当主査を経て 2020 年 10 月退職。2020
年 11 月より現職。上級医療情報技師。

飯田征昌（いいだ・まさよし）氏

蒲
郡
市
民
病
院

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
監

飯
田
征
昌
氏
に
聞
く

■

蒲
郡
市
民
病
院

診
療
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
析
・
可
視
化
し
て
診
療
・
経
営
に
貢
献

最
新
Ａ
Ｉ
技
術
や
地
域
医
療
連
携
機
能
実
装
等
、
機
能
の
更
な
る
向
上
目
指
す

ベ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
デ
ー
タ
連
携
・
蓄
積
と

二
次
利
用
デ
ー
タ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
生
成
実
現

「InterS
ystem

s IR
IS

」
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
抽
出
し
た
情
報
を

病
院
経
営
・
運
営
、
診
療
支
援
に
役
立
て
る

Ｄ
Ｗ
Ｈ

分析ツールによるレポートをモニタ上でチェック
する城 卓志氏。病院の診療・経営・運営に
関するデータをリアルタイムで収集・分析するこ
とで、タイムリーな施策の策定・実施を支援。

分析ツール「JustDWH」のダッシュボード画面。「InterSystems IRIS」上に
構築された統合診療情報 DB からデータを取り込んで、病床稼働率など病院運
営・経営に関わる資料を提供。診療科別・医師別・病棟別の分析や、患者・日
単位といった細かな粒度での情報解析も可能である。

分析ツール「JustDWH」画面

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ
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２
０
１
９
年
に
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
約
１
万

枚
の
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
に
関
す
る
単
純
Ｘ
線

画
像
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
整
形
外
科

医
の
画
像
診
断
と
同
程
度
で
あ
る
96
％
程
度
の

骨
折
判
定
精
度
を
獲
得
し
た
と
い
う
。
同
ソ
フ

ト
の
実
証
実
験
を
行
う
た
め
、
同
院
で
は
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
時
の
２
０
２
１
年
５
月
に
、

早
速
、
同
ソ
フ
ト
を
実
装
し
た
。
今
後
の
Ａ
Ｉ
活

用
に
つ
い
て
、
飯
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「『N
eoChart

』
の
オ
ー
プ
ン
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

や
ベ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
環
境
を
活
用
し
、
Ａ
Ｉ
の
教

師
デ
ー
タ
と
な
る
症
例
や
画
像
デ
ー
タ
等
の
抽

出
を
効
率
的
に
行
う
ツ
ー
ル
の
開
発
な
ど
、
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

蒲
郡
市
民
病
院
で
は
、
基
本
方
針
に
“
全
国

に
先
駆
け
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
”

を
掲
げ
て
お
り
、
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

現
在
、
名
古
屋
市
医
師
会
が
運
営
し
て
い
る
医

療
・
介
護
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
は
ち
丸
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
ｃ
ｔ
ｃ
社
が
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
仕
組
み
を
蒲
郡
市
民
病
院
で
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
標
準
規
格
の
積
極
採
用
も

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
双
方
向
の
情
報
連
携
を
実

現
し
た
い
と
飯
田
氏
は
話
す
。

「
シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
い
、
当
院
の
患
者
支
援
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
地
域
の
医
療
機
関
に
当
院

の
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
参
照
が
、
よ
り
簡
便
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
状
況
で
す
。
現
時
点
で
は
、
一
般
的

な
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
と
同
様
、
診
療
情

報
の
開
示
の
み
に
機
能
を
限
定
し
た
運
用
を
し

て
い
ま
す
が
、
ｃ
ｔ
ｃ
社
が
開
発
し
た
シ
ス
テ

ム
はN

eoChart

直
接
参
照
とSS-M

IX

標
準

化
ス
ト
レ
ー
ジ
の
ど
ち
ら
に
も
対
応
で
き
、
双

方
向
性
に
も
優
れ
た
機
能
も
有
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
域
唯
一
の
自
治
体
立
中
核
病
院

か
つ
名
古
屋
市
立
大
学
連
携
病
院
で
あ
る
本
院

の
特
性
を
鑑
み
な
が
ら
、
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
Ｅ
Ｈ
Ｒ
拡
充
の
要
件
を
定
め
、
当
院

の
目
標
で
あ
る
先
進
的
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

で
な
く
、
診
療
業
務
の
効
率
化
に
も
貢
献
し
て

い
る
。
看
護
師
と
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
構
築
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
看
護
局 

病
棟
師
長
の
山

内
崇
裕
氏
は
、
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
話
す
。

「
導
入
当
初
こ
そ
、
シ
ス
テ
ム
変
更
に
よ
る
新
し

い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
慣
れ
る
の
に
時
間
が
必

要
で
し
た
。
し
か
し
、『N

eoChart

』
に
は
多
く

の
新
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
看
護

経
営
的
・
運
営
的
な
判
断
に
活
用
し
始
め
て
い

ま
す
。

　

Ｄ
Ｗ
Ｈ
構
築
に
際
し
て
重
要
な
の
は
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
性
と
デ
ー
タ
の
粒
度
で
す
。
あ
ま
り

細
か
す
ぎ
て
も
デ
ー
タ
活
用
上
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
劣
り
、
粗
い
と
多
様
か
つ
詳
細
な
分

析
・
解
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
迅
速

か
つ
適
正
な
情
報
分
析
を
行
う
た
め
に
、
い
か

に
効
率
的
な
デ
ー
タ
設
計
・
抽
出
を
行
え
る
か

が
、
今
後
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
管
理
・
運

用
す
る
担
当
者
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
「N

eoChart

」
は
、
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
だ
け

師
に
と
っ
て
も
有
用
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

有
用
性
を
評
価
し
て
い
る
具
体
例
を
挙
げ
る

な
ら
、
ま
ずA

ndroid

型
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

病
棟
ス
タ
ッ
フ
に
モ
バ
イ
ル
端
末
と
し
て
持
た
せ

た
こ
と
で
、
血
糖
値
測
定
や
血
圧
等
の
バ
イ
タ
ル

情
報
の
記
録
、
点
滴
の
実
施
入
力
な
ど
が
簡
単

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
な
お
、
モ

バ
イ
ル
端
末
の
活
用
は
医
療
安
全
の
確
保
に
も

寄
与
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
同
院
で
は
「N

eoChart

」
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
ラ
ン
チ
ャ
ー
機
能
や
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
連

携
機
能
を
活
用
し
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
利
用
に
よ
る

入
力
業
務
の
見
直
し
を
実
施
。
看
護
業
務
に
と
っ

て
重
要
な
診
療
情
報
の
入
力
を
誰
も
が
確
実
に

行
え
る
よ
う
に
改
善
し
、
看
護
の
質
の
向
上
に

貢
献
し
て
い
る
。

「
新
し
い
機
能
の
活
用
に
よ
っ
て
手
順
の
統
一
や

二
重
入
力
の
回
避
が
成
さ
れ
、
看
護
プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
や
看
護
必
要
度
と
い
っ
た
使
用
頻
度
の
高
い
診

療
情
報
を
簡
単
に
入
力
・
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
看
護
業
務
の
効
率
化
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
洗
練
し

て
、
操
作
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
看
護

師
に
と
っ
て
役
立
つ
診
療
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
情
報

解
析
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

蒲
郡
市
民
病
院
で
は
、
ベ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
基
盤
の
特
性
を
生
か
し
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
骨
折
診
断
シ
ス
テ
ム
の
実
装

な
ど
の
先
進
的
な
研
究
の
支
援
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
同
シ
ス
テ
ム
は
、
整
形
外
科
の
佐
藤
洋

一
氏
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
とSearchSpace

社
が

電子カルテシステム「NeoChart」の画面。画面右上のランチャーから展開したい
画面を１クリックで連続表示。テンプレートと患者プロファイルの連携機能を活用し、
入力業務の簡素化とデータ活用を両立するなど、ユーザーにとって使い勝手の良い
工夫を現場主導で行っている。

AI による骨折診断支援システム画面。PACSビューワーのアイコンから同システム
を起動し、AIソフトウェアにレントゲン画像を解析させることで、骨折の疑いの確信
度と骨折が疑われる箇所のヒートマップを表示する。

「Android 型スマートフォンをモバイル
端末として導入で看護における入力業
務が簡素化され、医療安全面でも大い
に貢献しています」と新病院情報シス
テムの有用性を高く評価する看護局 病
棟師長の山内崇裕氏。

地域医療連携機能の画面例。蒲郡市民病院では ctc 社
の病診連携・地域連携システムとして「ctc EHR＋」を導
入。将来的には、地域と病院機能の特性に最適化した双
方向の地域医療連携ネットワーク構築を構想している。 

モ
バ
イ
ル
や
ラ
ン
チ
ャ
ー
機
能
を
活
用
し
て
、

看
護
記
録
の
効
率
化
・
迅
速
化
を
推
進
す
る

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「N

eoC
hart

」

国
内
初
Ａ
Ｉ
に
よ
る
骨
折
診
断
支
援
機
能
の

実
装
に
よ
る
実
証
実
験
の
開
始

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用

病院情報システム画面
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２
０
１
９
年
に
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
約
１
万

枚
の
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
に
関
す
る
単
純
Ｘ
線

画
像
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
整
形
外
科

医
の
画
像
診
断
と
同
程
度
で
あ
る
96
％
程
度
の

骨
折
判
定
精
度
を
獲
得
し
た
と
い
う
。
同
ソ
フ

ト
の
実
証
実
験
を
行
う
た
め
、
同
院
で
は
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
時
の
２
０
２
１
年
５
月
に
、

早
速
、
同
ソ
フ
ト
を
実
装
し
た
。
今
後
の
Ａ
Ｉ
活

用
に
つ
い
て
、
飯
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「『N
eoChart

』
の
オ
ー
プ
ン
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

や
ベ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
環
境
を
活
用
し
、
Ａ
Ｉ
の
教

師
デ
ー
タ
と
な
る
症
例
や
画
像
デ
ー
タ
等
の
抽

出
を
効
率
的
に
行
う
ツ
ー
ル
の
開
発
な
ど
、
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

蒲
郡
市
民
病
院
で
は
、
基
本
方
針
に
“
全
国

に
先
駆
け
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
”

を
掲
げ
て
お
り
、
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

現
在
、
名
古
屋
市
医
師
会
が
運
営
し
て
い
る
医

療
・
介
護
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
は
ち
丸
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
ｃ
ｔ
ｃ
社
が
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
仕
組
み
を
蒲
郡
市
民
病
院
で
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
標
準
規
格
の
積
極
採
用
も

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
双
方
向
の
情
報
連
携
を
実

現
し
た
い
と
飯
田
氏
は
話
す
。

「
シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
い
、
当
院
の
患
者
支
援
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
地
域
の
医
療
機
関
に
当
院

の
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
参
照
が
、
よ
り
簡
便
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
状
況
で
す
。
現
時
点
で
は
、
一
般
的

な
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
と
同
様
、
診
療
情

報
の
開
示
の
み
に
機
能
を
限
定
し
た
運
用
を
し

て
い
ま
す
が
、
ｃ
ｔ
ｃ
社
が
開
発
し
た
シ
ス
テ

ム
はN

eoChart

直
接
参
照
とSS-M

IX

標
準

化
ス
ト
レ
ー
ジ
の
ど
ち
ら
に
も
対
応
で
き
、
双

方
向
性
に
も
優
れ
た
機
能
も
有
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
域
唯
一
の
自
治
体
立
中
核
病
院

か
つ
名
古
屋
市
立
大
学
連
携
病
院
で
あ
る
本
院

の
特
性
を
鑑
み
な
が
ら
、
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
Ｅ
Ｈ
Ｒ
拡
充
の
要
件
を
定
め
、
当
院

の
目
標
で
あ
る
先
進
的
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

蒲郡市民病院

所在地：愛知県蒲郡市平田町向田1-1
病床数：382床
最高経営責任者：城　卓志

1997（平成9）年に現在の地に移転してき
た蒲郡市民病院は、SRC造（一部RC、S造）
で地上 8階建ての本館棟と、RC造地下1
階地上1階建てのエネルギー棟からなり、
開放型病床40床を含む382床、標榜科目
数 29科の総合病院。2018 年の名古屋市
立大学との提携を機に、病院改革を進めて
いる最中である。

――診療の現況をお聞かせください。
　蒲郡市民病院は、蒲郡市民約 8万人を
始め周辺地域を含め約12万人の二次医療
をカバーする愛知県東三河南部医療圏の中
核病院です。名古屋市立大学との提携以降、
診療科の充実や、手術支援ロボットをはじ
めとする医療機器の導入・更新などを急速
に図り、医療の質の充実と大学病院に遜色
のない高度な医療を地域住民に提供する努
力を続けています。
　現在、稼働率は約 87％（新型コロナ病
床を除く）、1日あたりの外来患者数は約
700 名を数えます。新型コロナウイルスワク
チン接種においては、蒲郡市の集団接種会

の医療提供を目標に掲げる本院においても
大変有用です。
　また、新システム導入の過程においても、
看護師を中心に新しいシステムの利点を活
用するために、事前に業務改善や医療安全
対策の見直しが始まったことは、個人的にと
ても印象的でした。
　導入後、半年が経過しましたが、リアルタ
イムで診療情報の収集・分析ができるよう
になったことからも、今後の病院運営・経
営に資する更なるデータ活用や、医療従事
者の負担軽減に繋がる改善など、システム
の機能性をさらに高めてもらいたいですね。

場として夜間接種も含めて継続的な協力を
行い、本市が11月上旬の到達目標とした接
種率75%（87．5％）を既に上回っています。
引き続き、市内唯一の二次医療機関として
住民が安心して医療を受けられる体制を維
持していきます。
――5月に更新した病院情報システムにつ
いての所感をお聞かせください。
　操作性については、従来のシステムと遜
色なく、個人的にはレスポンスが速い点を気
に入っていますが、新たに導入された処方カ
レンダーや抗がん剤レジメン機能など、名市
大病院で医療安全を重視して長年培われた
ツールを導入したことは、大学病院レベル

2020年院長に就任した中村 誠氏は、最高経営責任者の城 卓志氏、
最高執行責任者の河辺義和氏とともに病院運営・経営に携わっている。
中村氏に、蒲郡市民病院の現況と、更新した病院情報システムに対する所感を聞いた。

蒲郡市民病院　
院長

中村　誠氏に聞く
なかむら・まこと

大学病院との提携で診療機能の充実や高度医療の提供を実現
病院情報システム更新で、一層の医療と経営の質向上を目指す

師
に
と
っ
て
も
有
用
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

有
用
性
を
評
価
し
て
い
る
具
体
例
を
挙
げ
る

な
ら
、
ま
ずA

ndroid

型
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

病
棟
ス
タ
ッ
フ
に
モ
バ
イ
ル
端
末
と
し
て
持
た
せ

た
こ
と
で
、
血
糖
値
測
定
や
血
圧
等
の
バ
イ
タ
ル

情
報
の
記
録
、
点
滴
の
実
施
入
力
な
ど
が
簡
単

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
な
お
、
モ

バ
イ
ル
端
末
の
活
用
は
医
療
安
全
の
確
保
に
も

寄
与
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
同
院
で
は
「N

eoChart

」
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
ラ
ン
チ
ャ
ー
機
能
や
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
連

携
機
能
を
活
用
し
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
利
用
に
よ
る

入
力
業
務
の
見
直
し
を
実
施
。
看
護
業
務
に
と
っ

て
重
要
な
診
療
情
報
の
入
力
を
誰
も
が
確
実
に

行
え
る
よ
う
に
改
善
し
、
看
護
の
質
の
向
上
に

貢
献
し
て
い
る
。

「
新
し
い
機
能
の
活
用
に
よ
っ
て
手
順
の
統
一
や

二
重
入
力
の
回
避
が
成
さ
れ
、
看
護
プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
や
看
護
必
要
度
と
い
っ
た
使
用
頻
度
の
高
い
診

療
情
報
を
簡
単
に
入
力
・
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
看
護
業
務
の
効
率
化
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
洗
練
し

て
、
操
作
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
看
護

師
に
と
っ
て
役
立
つ
診
療
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
情
報

解
析
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

蒲
郡
市
民
病
院
で
は
、
ベ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
基
盤
の
特
性
を
生
か
し
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
骨
折
診
断
シ
ス
テ
ム
の
実
装

な
ど
の
先
進
的
な
研
究
の
支
援
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
同
シ
ス
テ
ム
は
、
整
形
外
科
の
佐
藤
洋

一
氏
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
とSearchSpace

社
が

「N
eoC
hart

」
構
築
ベ
ン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
で

双
方
向
連
携
に
よ
る
Ｅ
Ｈ
Ｒ
構
築
を
目
指
す

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築

中村　誠氏
1983 年に名古屋市立大学医学部卒。同年 4 月から
2019 年 3 月まで豊川市民病院勤務、同年 4 月から蒲
郡市民病院 副院長、2020 年 10 月より現職。
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